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ABSTRACT 


Postembryonic Development of the Common Myriapoda of Japan XX. On New Species 
of Phrurodesmus (Diplopoda; Leptodesmidae) and LzAobius (Chilopoda; Lithobiidae). Y. 
MURAKAMI (Oshima Chugakko, Niihama, Ehime Pref.) Zool. Mag. 74: 165—169 (1965) 
1. Phrurodesmus kinshaensis sp. nov. Only known other species of the group Ph. gra- 
cilips TAKAKUWA (1943), from which it can be distinguished by the absence of pre- 
femoral process of the gonopod, the longer aciculated solenomerite, and by the shape 
of keels. Length of males. 21—23 mm, of females, 23—28 mm, and width, 
4—5 mm, in both sexes. Tergites of living male specimens rich glossy dark violet, with 
anterior margin and both lateral area of metatergites violescent brown, and proximal 
half of keels bright orange. Colour of female inconspicuous pale violescent brown. 
Collum large, two times as long as the next metatergite. Keels are well developed, with 
the caudal angles on segments 5th through !9th produced. Anterior margin of keels 
6th through 17th and posterior of 5th through 17th are serrulate. Repugnatorial pores 
normal in distribution, and the pores open laterad. Sternites of 4th through 6th segments 
of male with blunt triangular lobes adjacent to the coxae of legs, but in female with- 
out such sternal lobes. Distal processes of prefemora are seen after about 10th of legs. 
Tail of anal segment is well developed with two setiferous tubercules at the end. Gono- 
pods are very characteristic. Coxa large, rectangular, and hair less. Prefemur rather 
broader, without any process. Femur curving a little laterad, heavily long setose at 
ventral surface. Tibiotarsus entirely long aciculated, directly elongate from the end of 
the femur. Solenomerite almost aciculated, elongated parallel with tibiotarsus, some- 
what longer than the tibiotarsus, and its diastal end slightly bend. Holotype: 1$ 
(Length 23 m»), Allotype: 1 (Length 28 mm). Paratypes: 4 $, 6 9. All types are 
collected by the author. Typelocality: Kinsha-cho, Iyo-Mishima, Ehime Pref. May 17, 
and June 21, 1963. Types are preserved in the author's collection. 2. Lzthobious 
(Archlithobius) duplus sp. nov. This species belongs to group IV of Archlithobius 
(Murakami, 1963), and it can be easily distinguished from other species of the group by 
the presence of a spine on the second joint of the female gonopod. Body length 14— 
152, colour is dark brown. Cephalic plate wider than long (W. 42: L. 38), posterior 
margin slightly incurved. Antennae with 20—22 articles, all articles longer than 
width. Ocelli consisting of 7 or 8 in three series. Prosternal teeth 2+2, the median 
sinus U-shaped, and the margin angulated near the outer tooth. Tarsi of all legs 
distinctly divided, each pretarsus with two accessory claws. Plectrotaxy of holotype is 
shown in Table 1. Coxal pores 5-6, 5, 5, 5, small and circular. Gonopods of female 
with 3+3 or 4-43 basal spines, and the second joint, moreover, with similar spine as 
shown in figures. Claw acutely beak-shaped. Male is unknown. Holotype:19. Type- 
locality: Mt. Irazu (near Mt. Higashi-akaishi), Uma-gun Ehime Pref. 1 female; Mar. 3, 
are 1960. 2 females; Mar. 21, 1961. All specimens are collected by the author, and 
they preserved in author's collection. (Received February 19, 1965) 


lI. Phrurodesmus kinshaensis sp. nov. (キン 属 模 式 種 で も る Ph. gracilipes TAKAKUWA 
シャ トリ デ ャ ス デ ) (1943) に 比べ て 次 の 講 点 で 相違 する 。 
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第 1! 図 キン シャ トリ テ ャ ス デ Phrurodesmus kinshaensts sp. nov. 
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か な い (第 2 区 1)。 体 館 は 雌雄 共に 20, TP: 
面 は 平滑 で 光沢 が ある 。 肥 板 は 大 きく , 第 2 Bd 
の 長 さ の 約 2 倍 ( 第 2 図 , N)。 DUE E EL, 
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第 2 図 キン シャ トリ デ ヤ ス デ Phrurodesmus kinshaensis sp. nov. 
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4 と 第 6 体 館 で は 1 対 , 第 5 体 館 で は 2 対 で あ 
る 。 肉 で は と の よう な 突起 が な い 。 又 雄 の 第 2 歩 肢 
の 基 節 の 前 端 は 大 きく 突出 する (第 1 図 , D 及び 
第 2 Bd, MD, 雌雄 共に 第 10 か ら 後 方 の 歩 肢 の 前 
妥 節 に 次 第 に 発達 し て ゆく 円 鑑 突 起 (第 1 pd, E) 
が ある 。 肛門 節 の 尾 状 突起 は 大 きく , その 先端 に 2 
(Bore LO (第 1 図 , 1 及び K), 

生殖 肢 は 甚だ 特異 な 形状 を な し , 端 肢 は 長針 状 の 
2 Ao ERES L LIU. 両者 は ほとん ど 
平行 し て 真直 に 前 方 へ の びる (第 1 図 , A, B, J X 
び 第 2 B], OD, ÆR (co) は 大 きく 長方形 で , 深 
く 生 殖 肢 の 入る 孔 へ 陥 入 する 。 MER (pf) (BIA 
く 内 側 に 膨 出 し て 長毛 が 密生 する が , Ph. gracilipes 
に み ら れ る よう な 突起 は な い 。 則 節 (e) は 外側 に 
向っ て 孤 状 を な し , その 腹 側面 に は 長 球 毛 多 く , y 
HI RECH EBU OD l 1 陵 線 が ある 。 AEA 
(sl) IRRE (CO より いく ら か 長く , 先 が 軽 く 曲 っ 
C, 精 管 が その 先端 に 終っ て いる 。 

Holotype: 16 (体長 23mm), Allotype: 12 ( 体 
長 28mm), Paratypes: 46,62. 産地 : 愛媛 県 
三島 市 金 砂 町 , 金 砂 湖畔 の 杉林 。 1963 年 5 月 17 
日 と 同年 6 月 21 日 著者 採集 保存 。 
備考 : Phrurodesmus は 1943 年 高桑 博士 が 松山 
城山 に 自ら 採集 され 記載 され た 特徴 の ある 属 で ある 。 
地元 に 住む 三好 保徳 博士 は その 後 Ph. gracilipes € 
模式 産地 で ある 松山 城山 に て 採集 すべ く 努 力 さ れ た 


M, 雄 の 第 2 歩 肢 の 基 


節 前 端 の 突起 N, 頭 部 及び 前 方 3 dx 


BREF (三好 , 1959), at MRED Be ia 
た が 同種 を 得る こと が で き な か っ た 。 と とろ が 今回 
は か ら ず $ 産 地 を 違え て , し か も 第 2 番目 の 種 と し 
て 発見 で き 大 。 と の 特異 な 属 が わが 愛媛 県 下 に 棲息 
する と と を 確 め 得 た 点 興味 深く 思っ て いる 。 


2. Lithobius (Archlithobius) duplus sp. nov. 
(や リサイ の の ) 


本 新種 は フル イシ ムカ デ 亜 属 の 第 $E (村上 , 
1963) に 所 属す る $ も の で あっ て , EOE 
に 常 型 の 大 列 を 並列 する 以外 に , 更に その 第 2i 
(前 服 月 節 ) に も 大 一 を 有する 点 を も ゃ っ て , 同属 の 他 
種 と 断然 相違 する 。 

RO BR: 体長 014—15mm, 体 色 は 暗 褐 色 。 頭 板 
(REO ZEE E 0 りゃ わずか に 長く ( 横 径 対 縦 径 
の 比 は 42:38), 前 方 や や 狭まり , fiw 
に 湾 入 し て 縁取 り が ある (第 3 図 , 〇 )。 触角 は 20 
+21, 224-20 mi 21 十 21 小 館 か らち な り , 各 小 節 共 
に 縦 に いく ら か 長い 。 眼 は 7 一 8 個 で ほぼ 3 列 に 並 
び , 側 頭 器 孔 は 前 端 の 眼 か ら 離 れ て ある (第 3 M, 
T), 顕 肢 前 縁 の 歯 は 242, 中 央 は U 字形 に 凹 入 
歯 板 の 両 外角 に は 図示 する よう な 鈍 角 を $ つ (第 3 
図 , り )。 す べ て の 硝 板 の 両 後 角 に 三角 状 突起 な く , 

縁取 り は 全 通 し な い (第 EL WD. SRO 
は 明瞭 に 2 分 され , Mik 2 KORINE LO, BO 
数 と 配置 は 第 1 表 に 示す 通り で , ERR A, 14 
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第 3 図 ヤリ イシ ムカ デ Lithobius (Archlithobius) duplus sp. nov. 
Q. UE R, EDER S, fa, 特に 第 2 Hoen T, fE U, HE V, 


第 ! 歩 肢 W, 第 6 一 15 RO AL oh 


第 1 表 ギヤ ギリ イシ ムカ タデ Lithobius (Archlithobius) duplus sp. nov. の 完 模 式 標本 の 歩 肢 の 
d OD Fic Fil] C, 基 彼 Tr, dj P, WRR F, REB) — Ti, R a, Bj m, 中 


p, 後 側 
| 4 i | m T 
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3 | | P BUB di EP 13 sc qu XE 
4 P | aP a P am am 
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7 | P a P | aP am am 
8 | P aP a P | m amp | am 
9 j| a P | a P ap m am P am 
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11 /| amp ap ap m pP am P am 
12 am P | a P a P m P amP am 
13 amp aP a P m amP | amp am 
14 amp i aP | aP m amp amP am 
15 amp ap m am P am 
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DTia 及び 15 DFa を も る つ 点 が 特徴 の 1 つと み ら 
れる 。 基 分 腺 孔 は 円 く , 5 一 6, 5, 5, 5, ARAB OE 
は 343 su 443-6, その 上 更に 第 2 分 , 内 側 に 
ol] Ke tees (第 3 R, R 及び SX ma 
単純 で 豊 状 に 失 る 。 雄 の 形態 不明 。 

Holotype: 1 9, füi- 2 9, 産地 : 愛媛 県 宇摩 
郡 五 良 津山 。1960 年 3 月 3 Hiz 12, 1961 年 3 
月 21 日 に 22 著者 採集 保存 。 

備考 : イシ ムカ デ 類 の 雌 の 生殖 肢 は その 基 節 内 角 
に 近い と と ろ に 大 き な 一 を 並列 する の が 常 型 で ある 
が , 本 新種 の よう に 第 2 HC 4 ARE tHe SMe 


例 は , 著者 の 知る 限り で は 他 に な いよ うに 思 ら 5。 と 
の 珍し に 特徴 を も っ て こと こと に 雌 だ け で 記載 し た 。 


x HR 


三好 保徳 (1959) 日 本 の 倍 足 類 geek Rm 大 
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